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2毒臼篤吾■手を貸そう1そして強く握ろう!

多障東グループ

インターシティミーティング

◎開会点鐘

◎艦念議演 「我力壇の現状と今後の際題」

城南侶用金陣名誉会長 真 壁

【当クラブ出席状況】

会員総数    43名

出席義務イ故  42名 (出席免除者4名 )

出席千数    31名

欠席者数    11名 い輔前 Ul名 )

出席卒  76 19%

欠席 者 1阿部 芋 秋 萩 生H政 白、平野

伊藤 英 也、小泉  博 、小日

イイ白 和 慶、皆井 信 大、高木

高野 範 城 由 井 員 司

ガバナー楠佐 高 木
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抑∞年 10月 8日 lX1 13時  開 会

鯛布市文化会館 「たづくりJ
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総合司会 カ レーブ幹事 実 山

◎開会点鐘       ガ バナー補佐 高 木

◎口歌 ・ロータリーソング 「奉仕の理想J斉唱

ソングリーター 渡 辺
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◎開会挨拶

◎転迎接拶

カ ミナー続佐 高 木

ホストクラブ会長 曽我
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正ヨ隣
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◎来費 参加クラブ紹介  ガ バナー補佐 高 木

◎物故会員に黙祷 ガバナ‐制と 高 木

◎ガバナー接拶 第 27的地区:ル`ナー 鈴木

◎卓  結 「歴史に学ぶロータリーの本質J

第2750地区パストガバナー 秋 山

篠
離
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[例会塩]京王フラヴホテル多摩 たまつばさ4贈

〔例会日]●毎通水曜日1230 ● 月の最終例会1330

[会 長 ]大松叡二 [幹  事 ]藤 本吉文

[クラブ会議委員長]赤 尾芥鮭 [副 香員長]正 房正孝

[姿 良 ]遠藤=郎 平邸埼ほ 佐伯和藤 遺)昇 高木淳光 由弁頂旬 J 国ヽ表捜
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【懇 親 会】

会 場 : 調布市グリーン小ホコ レ

司会進行 IM実 行副委員長 野 口 孝幸

◎開会挨拶 IM実 行委員長 翻 11 晶

◎が ナー所感 第2750地区ガバナー 鈴木 正 三様

◎乾 杯 第27的地区ガバ‐ エレクト 仲 田順和様

◎開会挨拶    コ =ホストクラブ会長 村松 克彦

♪ロータリーソング 「手に手つないで」♪

ツングリーダー コ ホストクラブ 中野 陽―

つたからでi

そんな私の不安は、教=に 入った途端に吹き飛ばされ

ました 大勢の皆さんが笑顔と拍手で迎えてくれ、笑い

声の絶えない、楽しい1日手間でした

その夜 受 講者の女性からメールが届きました.調 4

の感想ととt)に 「先生の締めくくりの言葉に感動しまし

た。これから事子にも心のある言葉を教えていきますJ

と言かれていまし,こ メールを何度も読み、言葉にでき

な↓‖史ば動を覚えました

私|よ嗣生の最後でこう言つたのでil言 葉はよく壁に

たとえられますが、本当の壁は言葉ではありません,壁

は心の中でできてしまうものでi心 のない言葉はどん

なに正能でも空々し↓L心 を言葉にのせて、初めて美し

い言葉となつて心をljつのですJと .つ たない日本語で

はうまく伝わらないだろうと思っていたメッセージは、

想像以上に新潟の皆さんに受け止めてもらえましたて教

える側として款壇に立った私が 逆 に皆さんからとても

大切なことを数わりましたt

心は世界の共通話

留学生の間で、「日本人とコミュニケーションをとるの

は難しいJ、「日本人にた,けさ″■て| るヽJ という話がよく

出まi正 にに言うと 私 も学費を稼ぐために必死3軌

いていたのを、出稼ぎH的 のように言われたことがあり

ま|■ 司 じ留学生でも、政米人学生ばかりが )ヽてはやさ

れていると思い込んで傷つき、そんな感情が積み重なっ

て、日本での暮らしをつらく感じたこともffりました.

しかし、椅争になって考えたとき、自分自身も偏兄を

持つていたのではないかと気づいたのでi差 別される

カギ)しれないと思う前に 自 らも相手に偏兄を持ってい

ないか自問すべきですi確 かめもせずにイメージで勝手

に決めつけることも 種 の差別ではないでしょうカェ 世

界のどこでも偏見やキ別意識を持つ人がいないわけでは

ありませんが お 互いの理解と尊重をこんじる人 が々絶

対多数であることも間違いありませんt外 国でたとえ吉

葉があまり通じなくても 真 意とき意を持つていれ付亡ヽ

は通じるはずでiツ いこそ本当の意味での 「世界共通詢

ではないでしょうか:

身近な親善対覧として

米山奨学生になってからつくづく感じる7】す ロ ータ

ツーが経済的にだけではなく精神的にも大きな支えにな

つていることでiロ ータリーの社会春付 国 際理解の

精神は、単なるスローガンではなく 親 切なロータリア

ンそのものだと身に染みて感じまi私 もその精神を学

びたいと思っていまiそ れを学ぶことを合めて T_Tf

留学生には何ができるでし=う力、

これからは ア ジアの世紀」とも言われますが、アジ

ア話回の相百軸 静ままだ浅いレベ′"ことどまっていまi

われわれ留学生は、日本人の最!)身近にいる親善大使と

一
歓 訣

一

(例会担当 i湖   ||)

10月 は 「米山月間」です。

*当初】ま木山梅吉氏tr.l日4月 28日の前後1週間が米山迫門でし

たが 現在ま10月を特別月間としてlF調していま・キ

米山― に理解を深めましょう !

★ 「ロータリーの友」恰し臨 みヨーナー☆

rI―タツーの友J9月 号 (よねやまだより)

卓話御 る留地 の心

「心を議 にのせて」 2001～ ll米山奨キi

石 暁 紅さん い口出身/申碑印

あるボランティア体験を通して

昨年1月、新門市国十妹交流llvlj会がt催 する国際フェス

ティバ′叫こ中国語 中 国文化調Tの 講師としてボランテ

ィアで参加しました 郷市になることを夢みてきた犯1と、

静 市として少しで1)中国に関心を持ってもらえるよう張

りtlって均摘しました力ヽ 本番が近づくにつれ不安を感

じ始めましたt何 故なら 私 を含めて 身 近にいる留宇

生の間で、「日本人はアジアの文化を見下している|、|ア

ジアより欧米の文化に認↓とヽであるJと いうイメージがあ



して 択 ,ない活耀の場を与えられています 日本の皆

さんに母国′,ことを 母 国の人々に日本のことを 言 葉

ゃ文化とともにそJ〕心を伝えていくこと|■、■、達に与え

られたに命だと思い三十! どこに行っても、心を大切に

十る人間tlI独 になりません 世 HH ttr7D人々がおitiこ

話し合おうとすれば、戦争を起こ■W由 は一つも兄つか

らなtViず でi■ iそ う願つて、信じてい=す :

(ョーナー担当:示に ホ 雑)

◆委員会だより◆

職業奉仕委員会 委員長 関 問 俊 二

<R12750地 区職業奉仕委員長会議に出席して>

会議|ま、さる9月 24日  前 宿ホテルセンチョ'一ハイ

ア ィトにて開催されたt

鈴木 弘 地区磯業本仕委員長、llk的バストガ′ヽ十一ほか

が出席

10)li職 業本仕月PFlであるt凹大奉仕の第二本仕部円で

占る眠☆本仕と|ま何かという議論は水年“)調題であり、

今てモメ輸阜こ労めることが命題となつている.

職業本仕t7原語 まV∝ at■unal S eN■∝ である:V

∝ationとは'な る職業とす)言ではなく、神のお召し

メ腋を意味十る: 自己の臓業を自分向身にうえ デヽした天

殿と語註[てそJ"向 Jこ考い 職 業を達して本イするこ

とが大切と思われる ロ ータリアン ア、ひとりか自己り

職業に誇りを持ちイヽうすることか 周 囲からの信頼を得

る大切な要十卜で1)ある.か つてアメリカの大不況のlf
ロータリーの一員であるということで社会的信頼をよい

に得たとt'つ,■るt

41がクラブ1)、今年度臓業本仕委真会のTFIを ホール

ハリス話録にあろ 社 会♂,ニーズに貞献する最も身近で

j由切十■f」ま 自 分の職業を高揚させること|と してい

る!特 別H問 に対■ 職 業ネ付!の理解を汁めていこう

SAA委 員会 委員長 根 本 森 守

本■ル=′ヽグスを安 の々かたr P2rど′

あるロ ス ー方ばさん (母の姉)カミボールを=候 の様

了を心Uせして急に訪ねてきた:十 一ルの母i自分の子供

達の市FJを見な すればと、功気とl■音と何=力をi)つてi

ち iかった,ヽ インテリで字1笠もある父には身気t,4L断

力1,体方iJなく 世 間の国王に耐えら'■る人ではな| つヽ

た,

色 話々し合ったキキ呆 スーサ封=さんの熱音にほだされ

州‖戦争で共を亡くし子lILのいないおばさんう`センルを3

き取り、用が切(=―十 メ イとネらしている画部の町近

くにネら青くことになつた: ―j4離散7,生|キ|| 口争勺で

|まなく、ニューヨークのケンブリッジJ)時 期と六―モ

ントのフェアーアヽプンのやや長期間をなくとすっと自けl

iなれ′,生ヽ だ■たt結 局、ホールだけがウォリンダ7

ォー ドのII父母t7t,とに残されることになった.
スーサ】■さんがセンルを連れて行つてから宵くして

十一ルユーノ、の少年 (7ェ イ ス タップ十一ド)を 音訳

十ろ1うにたゎt ili真 っ赤で‖:質は芸ユだった. 二

相i長い問仲良くつきヽったが 大 きな音兄のFl突もな

く良いことも悪いことt)十11「キtJ一緒だった:

二人は同年配で7ェ イ i2月 生まれ ボ ー'i4」 ■

まれて似合いの女i=■った=ホ ールは 「人間形成期にフ

ェイが 結 だつたことi ノ、上を豊,Hこ楽しくしてくれ

た友達は沢山いるか、7ェ イがその最初の友走であり、

わの仰影hの 丘に||たていた赤毛tr 7ェイに勝る友産 i

いなかつた と 言つているt
ttる冬の上曜日′)こと、 1人 でベア出に登ることにし

た"  `冬 の日Ⅲをいいてその日|=査れるところ主で生ろ

ことにした,十ユとによ末当"日 的 i話さない方かよt とヽ

は,、 表向き日帰ⅢJ)′ヽイキングに行くことにした!純

母liハイキングと言われて特に反対しなわつたが 凍 つ

てヽヽる」にヽるいは危険だとli首した:そ 7,上 「 に ●

りたちったら夏に登りなさt卜 冬  キ ら′ぶらど11 出ヽ料

けるモ)のではわり主せんて_ と十」1ナ加えた!

7ェ イす'】反草 こ

委員会だよりを改いてもとめられても き て何を書すば

Ji■ すの,t SAAの 役ヨ‖ま十可だろう〔既に2Ⅲ肝引品⊇

会議を開いた'ヽ具体的問題点す何もなく枠談に終力4

ても IFL在の様十や「L2■を見ていると そ れで良いので

また1 ■ヽと思う,あ まり格式ばら'i lfl会が終了後 全

会曇が気持ら良く帰途につ |るようた連吉方法を心掛 十

たいt'H■l rlクラブtlいくつか廻つたが、il全をと―ン

と振Ⅲついたようlf連宮をしているクラフt)あ,1は、昼

P・q卜t〕ア′レコールをllみなから和気話 "々LE常 をして(ヽ

るクラ'tサⅢⅢ参考にfiなる|ヽ 現作lFヽクラブr)SA

AJ'連 ■ちiに 2ヽ 3"手 i≧いt,|,った,ヽ 合格点|■つ

|られると白亡lT■しています   寸 、十い/1・た?

は元気Ⅲ`占つた:
|′ヽ,スおばさんt

山が其/1にあるん

ti す 十ヵ らヽ生

るたですtホ
ール

と僕以外に査る人

なんかい工せん

よ.

純母は納得した訳

て|すない力【 二人

て言うのてヤキ局市

めてしまった.与えてくれた冬の大雪

rョー十一担当!止, 止 キ 高木 1享)[) (コーナー担当 i赤に 41f)



「ロータリー知識」 入 門編

<親 睦と奉仕 >

ロータツー援動の実態を表した言葉に供 りて学び、出で

て奉仕せよ]と 言う言葉がありまえ 世の中のあらゆる

有用な職業から選ばれた裁畳権を持った職業人が、週一

回σ引列会に集い、例会の場で 職業上の発想の変換を通じ

て、分かち合いの精神による事業の永続性を学び、友惰

を深め、自己改善を計り、その結果として奉仕の心が育

まれてきま曳 この例会における‐連の活動のことを[親

□ と呼びま丸 例会で高められた奉仕の心をもつて、

それぞれの家庭、職以 地域社会に帰り、奉仕活動を実

践しま,、 これが理想とされるロータリー ライフで丸

ロータリー ライフの一方の柱はクラブ内の活動を通じ

て行われる 麟陸]す なわち [奉仕の心の物凋 [理論構

劉  [ロータツー活動の前刺 であり、これらのことを行

うの,剖列会であり、もう一方の柱は、クラブ外コ個々のロ
ータリアンによって、家庭、職場、地域社会を対象とし

て行われる [奉仕活動の実践]で あり、それが [ロータリ
ー運動の結果]と なるので坑

従って、ロータツーの親睦即ち [奉仕の心の形成]が 欠

けるとロータリー運動そのものが成り立たなくなること

から これに剤孫する幾つかの角本的な約束ごと、HPち

業種一人や例会出席規定などはロータリー運動戎立の必

要条件と定められているので坑 必要条件はロータリー

の理論を構築する哲学であり、これを否定することはロ
ータリーを否定することになりま丸 夕母何なる理由(会員

増強の為3が あつたとしても変更剰勝手な解釈を加え

てはならないと考えま丸

(コーナー担当 !適藤 普 F)

会 ・員 ・の 芦ヽ

―   (すいふよう)の 花が咲いた 1

大松 爺
~

我が家の庭に植えた酔業蓉が一輪だけ咲いた 割と大

柄な花だが色は自く淡ヤ、昼過ぎ、お酒に酔ったような

赤みを帯び、夕方にはすっかり出来上がり (?)散 って

ゆく。それで花の名は酔芙蓉、一日限りのこの花は、富

山県八尾町で手に入れて植えたもら そう、人尾 (やつ

お)と 言えば、<越 中おわら風の盆>の お祭りの町、普

段は水と坂の静かな町が 9月の初めの3日間、低く高く

哀調を帯びた切弓の音が1ずん まヽりに灯された町並みに流

″Lると、 どこ

からともなく

法被の男衆、

編笠の女衆が

おわらの唄と

ともに続く。

緩や州こしな

や か に 、 手 が

足が舞い、次

第に静かな興奮に人々に包まれていく。幻想的な、夢を

見ているような舞台に人は酔い、更けてゆく夜を忘れる.

2万 人余りの町に全国から鍋 万の人が訪れるという。
「風の盆恋歌J(高 橋治作)で 男と女の出会いと別れの場

面に咲いていた酔芙蓉の花は、私の先祖の出身の地でお

墓がある町人尾とともに私にとって忘れられない花なの

で丸

夢遠く 即 攻きわたり 酔 芙容

消えゆ力" 想 いのそばに 酔 実蓉

(コーナー担当 :潮   勲

く安達太良山閣個額 つ盛り>

智恵子は東京に空が無いといお、

ほんとの空が見たいとい札

智恵子は遠くを兄ながらドヽ

阿多多羅山の山の上に

毎日出てゐる青い空が

智恵子のほんとうの空だとしヽヽ

端 オ!妹 F降


